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鷹巣地区 

　鷹巣中央保育園 

　鷹巣東保育園 

　（私）南鷹巣保育園 

　（私）七日市保育園 

　（私）綴子保育園 

合川地区 

　あいかわ保育園 

森吉地区 

　米内沢保育園 

　前田保育園 

　浦田保育園（へき地） 

阿仁地区 

　阿仁合保育園 

　大阿仁保育園 
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保 育 園

幼 稚 園

平成２１年度

保育園・幼稚園

　
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
（
公
立
・
私
立
）

で
は
、
平
成
21
年
度
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。 

    

■
募
集
施
設
　
▽
下
記
一
覧
に
記
載 

■
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
・
・
・ 

　
お
お
む
ね
生
後
３
カ
月
か
ら
５
歳
ま
で
で
、 

両
親
が
共
働
き
な
ど
の
事
情
で
家
庭
で
保
育 

で
き
な
い
お
子
さ
ん
で
す
。 

■
受
付
期
間 

　
12
月
１
日（
月
）〜
12
月
19
日（
金
） 

■
申
込
方
法
・
申
込
先
　 

　
認
定
こ
ど
も
園
（
鷹
巣
保
育
園
）
を
含
め
、

市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
各
支
所
市
民
福
祉

課
）
又
は
各
保
育
園
に
備
え
付
け
の
入
園
申

込
書
に
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
市
内
に
住
所
を
有
す
る
お
子
さ
ん
が
、
他

の
市
町
村
の
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
場

合
は
、
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
（
各
支
所
市

民
福
祉
課
）
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。 

■
入
園
に
つ
い
て 

　
入
園
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
先
着
順
で
は

な
く
申
込
期
間
内
に
受
付
し
た
も
の
を
取
り

ま
と
め
、
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。
期
間
を

過
ぎ
た
申
込
は
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課
�

62-

１
１
１
３ 

　
合
川
支
所
市
民
福
祉
課
�

78-

２
１
１
６ 

　
森
吉
支
所
市
民
福
祉
課
�

72-

３
１
１
６ 

　
阿
仁
支
所
市
民
福
祉
課
�

82-

２
１
１
２ 

　
各
保
育
園
（
下
記
一
覧
参
照
） 

    

■
募
集
施
設
　
▽
市
立
た
か
の
す
幼
稚
園 

■
募
集
人
員
　
35 
人 

■
募
集
区
分 

　
４
歳
児
（
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

17
年
４
月
１
日
ま
で
の
出
生
児
）
。
な
お
、

５
歳
児
も
合
わ
せ
て
募
集
し
ま
す 

■
受
付
期
間 

　
12
月
１
日（
月
）〜
12
月
19
日（
金
） 

■
申
込
方
法
・
申
込
先 

入
園
希
望
の
方
は
、
所
定
の
書
類
（
幼
稚

園
お
よ
び
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
）
に

記
入
の
う
え
、
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

■
選
考
方
法
　(

イ)

書
類
選
考
（
ロ)

面
接
選

考
（
ハ)

身
体
検
査
な
ど
の
方
法
に
よ
り

平
成
21
年
２
月
下
旬
ま
で
に
入
園
決
定
を

保
護
者
に
通
知
し
ま
す
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
た
か
の
す
幼
稚
園
�

62-

２
６
１
３ 

    

■
募
集
施
設
　 

▽
認
定
こ
ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む
（
私
立
） 

※
保
育
園
と
幼
稚
園
を
併
設
し
た
「
幼
保
連

携
型
施
設
」
で
す
。
機
能
及
び
募
集
人
員
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

■
募
集
区
分 

▽
長
時
間
部
（
鷹
巣
保
育
園
） 

　
＝
０
歳
児
〜
５
歳
児 

▽
短
時
間
部
（
鷹
巣
教
会
幼
稚
園
）
　 

　
＝
３
歳
児
〜
５
歳
児
　
※
各
年
齢
ご
と
に

募
集
人
数
が
異
な
り
ま
す
。 

■
申
込
方
法
　 

▽
長
時
間
部
（
保
育
園
機
能
） 

　
上
記
の
保
育
園
と
同
じ
で
す
。 

▽
短
時
間
部
（
幼
稚
園
機
能
）  

　
11
月
１
日
か
ら
受
付
中
で
す
。
受
け
入
れ

が
可
能
か
ど
う
か
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

鷹巣地区 

 

鷹巣地区 

 （私）認定こども園しゃろーむ 東横町10-34 62-1049・62-1249

幼保連携型施設（鷹巣保育園・鷹巣教会幼稚園） 

※ 

※住所要件があります 

保健センター「心の健康づくり講座」から

　
講
座
で
は
北
秋
田
警
察
署
の
田
口
正

彦
生
活
安
全
係
長
が「
北
秋
田
管
内
の
自

殺
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
講
話
。
ま

た
、秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

草
薙
孝
悦
常
任
理
事
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
づ
く
り
の
実
技
と
講
話
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
田
口
講
師
は
、は
じ
め
に
県

の
統
計
数
値
を
紹
介
。▽
平
成
19
年
中
の

秋
田
県
の
自
殺
者
数
は
４
１
７
人
と
、前

年
度
比
で
76
人
減
少
し
て
い
る
も
の
の

依
然
と
し
て
死
亡
率
は
全
国
で
最
も
高

い
▽
年
代
別
で
は
50
歳
代
が
98
人(

23
・

５
％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で
60
歳
代
の

66
人
（
15
・
９
％
）
、
70
歳
代
の
65
人
（
15
・

５
％
）の
順
に
な
っ
て
い
る
▽
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
１
４
５
人
で
、
全
体
の
34
・

８
％
を
占
め
て
い
る
▽
原
因
・
動
機
別
で

は
、健
康
問
題
が
１
５
４
人
で
全
体
の
33

・
２
％
を
占
め
最
も
多
く
、次
い
で
経
済
・

生
活
問
題
92
人（
19
・
８
％
）、家
庭
問
題

40
人
（
８
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
る
、
と
県

内
の
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
男
女
別
で
は
、
男
性
が
３
０
９

人
に
対
し
、女
性
が
１
０
８
人
と
男
性
が

女
性
の
３
倍
近
い
人
数
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、北
秋
田
管
内
で
は
、「
平
成
19
年

中
の
自
殺
者
数
は
16
人
。自
殺
者
の
平
均

年
齢
は
57
・
３
歳
。
70
歳
代
が
４
人
、
80
歳

代
が
３
人
と
高
齢
者
が
多
い
。ま
た
自
殺

場
所
は
自
宅
が
最
も
多
い
」
、
と
実
態
を

紹
介
。 

　
自
殺
の
原
因
に
つ
い
て
は
、「
県
全
体

の
自
殺
者
数
の
う
ち
33
・
２
％
、
管
内
で

は
43
％
が
健
康
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

う
つ
病
な
ど
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
が
、病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い
だ
け
で

う
つ
の
傾
向
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
」と

分
析
し
、う
つ
病
が
自
殺
の
大
き
な
要
因

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、「
あ
る
経
済
学
者
は
、人
が
最

も
効
率
よ
く
働
く
た
め
の
要
素
は『
生
き

が
い
』で
あ
る
と
す
る
学
説
を
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
生
き
が
い

が
な
い
と
働
け
な
い
、生
き
て
い
け
な
い
、

と
い
う
こ
と
。
生
き
が
い
と
は
何
か
。
人

の
た
め
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
こ
と
で
は
な
い
か
」と
持
論
を
述
べ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、自
身
が
担
当
し
た
高
齢
者
の
ケ
ー

ス
を
紹
介
し
た
上
で
、「
家
族
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
の
で
は
、
必
要
と
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
、
と
感
じ
た
こ
と
で
生

き
が
い
を
持
て
な
く
な
っ
た
こ
と
が
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
」「
昨
年

の
自
殺
者
の
ほ
と
ん
ど
は
家
族
の
い
る

人
だ
っ
た
が
、身
近
に
い
る
家
族
は
、
逆

に
そ
の
兆
候
に
気
が
つ
き
に
く
い
の
か

も
し
れ
な
い
」と
自
殺
者
の
心
理
な
ど
に

つ
い
て
触
れ
、「
高
齢
者
に
対
し
て
は
周

囲
の
人
が
気
遣
い
声
を
か
け
て
あ
げ
る

こ
と
で
、自
殺
を
防
げ
た
の
で
は
」、と
振

り
返
り
家
族
や
地
域
住
民
に
よ
る
声
が

け
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
ま
し
た
。  

　
続
い
て
、秋
田
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
の
草
薙
孝
悦
常
任
理
事
を
講
師
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
実
技
と
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
実
技
で
は
、誕
生
日
の
順
番
で
並
ん
だ

隣
同
士
で
言
葉
を
交
わ
し
合
っ
た
り
、肩

を
た
た
き
合
う
な
ど
言
葉
と
動
作
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。 

　
草
薙
講
師
は
、「
『
ど
さ
、
湯
さ
』
な
ど

の
会
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、秋
田
県
人

は
会
話
を
少
な
い
こ
と
ば
で
済
ま
せ
る

傾
向
が
あ
る
が
、家
庭
や
地
域
の
中
で
声

を
掛
け
合
う
こ
と
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
輪
が
広
ま
る
」
と
、
声
が
け
や
あ
い

さ
つ
の
効
用
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、次
回
の
心
の
健
康
づ
く
り
講
座

は
、
12
月
17
日（
水
）、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
す
。聴
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�

62-

６
６
６

６
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▲コミュニケーションと「心の健康づくり」を学びました

認定こども園


